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全国ろうきんの概況

　全国のろうきんは、全国労働金庫協会と労働金庫連合会を中央機関とし、13金庫606店舗が一大ネットワークを形
成しています。

　

ろうきん相互支援制度実施に係る3者覚書
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〈再建または合併支援〉〈資本増強支援〉〈緊急時対応〉

経営モニタリング会議

ろうきん相互支援制度
運営会議

　お客さまの預金を守る公的なセーフティ
ネットとして「預金保険制度」があります。
　ろうきんでは、この「預金保険制度」とは別
に、ろうきん業態独自のセーフティネットと
して、「ろうきん相互支援制度」を設けており
ます。この制度は、「予防的な措置」と「金融支
援措置」という2つの仕組みを用意しています。
　第1の柱である「予防的な措置」としては、全
国13労働金庫の業態団体である全国労働金
庫協会（労金協会）に設置された労働金庫監査
機構による定期的な監査（金庫の業務執行や
財務状況等についての監査）と労金協会によ
る定期的な経営状況のモニタリングがあげら
れます。経営状況のモニタリング結果につい
ては、労金協会が開催する「経営モニタリング
会議」へ報告され、経営上の問題が認められた
場合には、問題の程度に応じた措置（経営改善
指導等）が講じられる仕組みとなっています。
　第2の柱である「金融支援措置」は、労金協会
と労働金庫の系統中央金融機関である労働金
庫連合会（労金連）が共同で開催する「ろうき
ん相互支援制度運営会議」において金融面で
の支援が必要と判断された場合、金庫の状況
に応じて労金連の金融機能を活用し、一時的
な資金の貸付である「緊急時特別貸付制度」、
資本増強支援のための「優先出資引受け制度」、
再建支援等のための「相互支援基金制度」や
「金庫支援定期預金制度」を実施することで経
営をサポートします。

■ 全国ろうきん概況表 （単位：百万円）

金庫名 預金残高 融資残高
北 海 道 1,081,180 784,491
東 北 2,245,081 1,300,981
中 央 6,881,365 4,686,732
新 潟 県 891,558 377,188
長 野 県 749,096 392,883
静 岡 県 1,220,180 931,556
北 陸 810,086 465,069
東 海 2,046,440 1,598,323
近 畿 2,392,713 1,484,867
中 国 1,280,183 816,967
四 国 650,560 415,597
九 州 2,060,726 1,543,358
沖 縄 県 314,709 221,031

合 計 22,623,883 15,019,047
（注）預金残高は譲渡性預金を含みます。

■ 全国ろうきんの概要
金 庫 数 13金庫
店 舗 数 606店舗
役 職 員 数 11,330人
団 体 会 員 数 49,403会員
間 接 構 成 員 数 11,804,193人
預 金 残 高 22兆6,238億円
融 資 残 高 15兆190億円

ろうきん業態セーフティネット


